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姿を消すのは一七世紀から一八世紀にかけてのことである、とはよく知られた事実だが、しかしこの経緯の輪郭は依然はっきりとしていない。それに比べて、明確な記録が残っているにもかかわ ずさほど広くは知られていない事実とは、一四世紀初頭以降、パドヴァ・ボローニャ・パリの各大学を含む中世・ルネサンス期の有力な諸大学 おて、占星術が自由学芸のカリキュラムのな でも重要な科目として教授の対象となっていたことである。これらの大学において 数 ・自然哲学・医学という三つの別個の科学分野の枠組みのなかで専攻・研究され、天文学・地理学・幾何光学といった古代において高度に発達した数





































































の舞台を整えた上で、占星術の理論 実践を体系化していた諸観念を、大学という主たる制度 位置づける と 簡潔にまとめたい。次いでガリレオやベイコン、ロバート・ボイル（
Robert Boyle, 1627-1691 ）を含む科学革命にお






































































































術実践の諸形態を正当なものと不当なも に区別するためだった。アルベルトゥスのようなキリスト教徒 と てとりわけ選択占星術はデリケートな問題を提起してい 。なぜなら選択占星術はイメージ 科学と関連があり、 れは我々が魔術、科学、そして宗教と呼ぶもの 境界領域












パの他の学者たちの間で自然知の正当な部門の一つ して確固たる地位を占めるようになっ 後、こ 占星術的色彩を強めていく自然哲学はパドヴァ大学における医学 教授ピエトロ・ダーバノ（




















































































Johannes de Sacrobosco, 






































e caelo ） 、 『生成消滅
論』 （
D
































のものだと論じた。したがって人間であれなんであれ生成の過程において必要 されるのは（作用因としての）太陽、精液のうちに形相因を提供する男／雄、子宮のうちに質料因を提供する女／牝、 ということになる。アルベルトゥス・マグヌスはこ 箇所へ 註解において、太陽に加えて残りの惑星を含むまでに作用因 範囲を拡大した。　
天体の運動についてのこのような理解において、自然哲
学的な諸構造は、数理地理学に対応し 数理天文学を構成要素としつつも根本においてはプトレマイオスに基づいた宇宙形状論的枠組みに当てはめられたのである この枠組みによって、い であれどこであれ地平を基準に惑星 動きを唯一のあり方として規定することが可能となっルベルトゥスが明確にしたとおり、生成における天界 影響の役割 分析する際に場所が極めて重要なものだったと






































































はこの占星術的色彩を強めるアリ 主義を ドイツのルター派諸領邦の大学の改革に用いた。そうし 大学
からはティコ・ブラーエ（






































をルドルフ 出生ホロスコープと結びつけていたのである。六ヶ月後、ケプラーの導きに たがい、 『星界の使者』（Sidereus N


























































Learning , 1605 ）を増補・改訂したラテン語版であり、大






















星の活発な影響を受けるものに関す 深 知識ももっなくて ならない だ。この知識と 、ベイコンの広範自然および歴史研究プログラムによって提供されることが企図されていたところの知識そのものだったように思われる。　
占星術に関する議論の最終部においてベイコンは、彼が
それまでに主張したことを展開し明確にす ため はこ研究計画をどのようにし 実行に移さなく はならないのかを示しつつ、仮説的難問に答えている。未来の経験を収




集するという企てを無駄なものとして拒絶しつつ、彼は、既に言及したような諸々の特徴を占星術による予言や選択の正当な主題 して綿密に調査するための歴史研究を提案したのである。とりわけ占星術師たちは重要な出来事の位置づけを定めるべく最良の歴史をくまなく探すべきとされ、その後、彼 よる改革 戒めと調和する形で、これらをその時々の天の状況と比較 なく はなら かった。明確な相関関係が見いだされた場合は、予言についての規則を推論してもよい、と彼は結論づけ 。す わち彼の帰納法的方法を占星術改革に適用してい のである。　
管見の限り、ベイコン自身が占星術を利用したかどうか

























ualities of the Air , 1674 ）においてボイル
はベイコンの 場を受容し、発光天体、惑星および恒星はおそらく光と熱以外に希薄だが実体を伴 放射物を放出しているのだと言明した。この考えを補論『天と大気における磁性について』 （
O
f C
elestial and Aerial M
agnets ）















































よりも光に近く、それゆえいっそう天の影響力 よっ 感銘を与えられ感情を動かされるのであり、そのうえで人間の肉体へと影響を及ぼす。以下で示 とおり、 この見解は、その後広く影響を持ち得たイーフレイム・チェンバーズ（Ephraim
 Cham







一八世紀のうちにこの分野は知的正当性を喪失してしまう。このプロセスはいまだ完全に解明されてはいない。成果が期待できるよ なアプローチとしては大学のカリキュラムにおいて変遷していく学科の形成とその影響 検討することが挙げられる。したがって本節ではこの領域における連続性と断絶について、主に数 と自然哲学に焦点をおきながら、医学にも目配りしつつ精査する。なんとなれば占星術は後者の内側において最も長く生き延びていたようにみえるからである。　
数学についてはイタリアとイングランドにおいて類似の
パターンが観てとれ だろう。占星術 天文学からの分離に際して重要な契機だった は、広大なイエズス会教育帝国の数学カリキュラムを発展させた主要な人物であり、教科書の執筆者でもあったクリストフォルス・クラヴィウス（
Christophorus Clavius, 1537-1612 ）によって、数学





占星術 排除したが、 のことをもっ 彼 を完全に拒絶し いたことを意味するわけではないというこ
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たらされるところを我々が目 する諸々の影響について、星々が原因として機能しているのか、あるいはそうした影響の一助となっているのだろうか」 と問うて る。彼は （ピーコがそうしたように）太陽の光と熱 因果的効果を認めていたため、この問はその他 星々にのみ妥当するこ となり、そうした星々の光はただ我々 学的繊維と大気中の元素を揺さぶるのみである。ルオーがピーコに共鳴しつつ論じるところによれば、太陽の光 全て 星々を集めたものよりも極めて強烈なもの ため、太陽光は全て作用の唯一の原因として理解されなく はなら い。ルオーは彼の同時代人たるロバート・ボイルの見解から逸れつつさらに記している。いわく、もし時間が異な ことで大気が異なるとするならば、この原因は天に求められるべきではなく、大気そ ものあ は地上に求められ くならない、と。　
この簡潔な自然哲学的批判に続き、ルオーは判断占星術
へと矛先を向けるが、これはいかなる理由をもってしても






































atica , 1687 ）を実際に読ん
































響を受けた広範な気象学的観測 豊富 成果を著書『占星気象学』 （
Astro-M































彼は占 の自然哲学的基盤という根本的な特徴を擁護したのである。惑 配置が天候に影響するということを記すときチェンバーズはジョン・ゴードを引用している。天体があらゆる物体へと、 希釈 濃縮、 および生成と消滅（かつてのアリストテレス的範疇）の双方 影響を与えるということを記すときには 彼はロバート・ボイルの『空気の一般史』に依拠した。最後 、チェ ズは惑星それぞれが光について特殊な質を備えており、したがって惑星同士、さらに惑星と地球との角関係
  ―
  占星術上のアス





























 Rees, 1743-1825 ）













































































度において、そして自然界の 問的理解における占星術役割において、一六・一七世紀は決定的な転換点 示 。占星術がこうした理解から排斥されたことは、アリストテレス自然哲学そのものが弱体化された上で除去され、そしてついにはニュートン科学によっ 置き換えられたことと密接にかかわっていた である。
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